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(1)イオン液体トランジスター配置を用いて

ドープされた位置規則性ポリ(3-ヘキシルチ

オフェン)のラマンスペクトルと電気的性質 
 イオン液体トランジスター配置で，ラマ

ンスペクトルのゲート電圧（VG）依存性を

測定した．キャリヤーである正ポーラロン

（電荷+e；スピン 1/2）と正バイポーラロン

（電荷+2e；スピン 0）を同定した．電気化

学的方法により，ドーピングレベル，電気

伝導率，キャリヤーの移動度を求めた．ポ

ーラロンの最高移動度は 0.31 cm2/V s であ

り，バイポーラロンの移動度はポーラロン

の 1/100 程度であった． 

 
図 1 ラマンスペクトル（830 nm）の VG依

存性．[1. Org. Electronics, 28, 82−87 (2016).] 
 

(2)赤外分光法を用いた強誘電性ナイロン

12 フィルムの電場誘起ダイナミックスに関

する研究 

 ナイロン 12 に関して，溶融圧延後に急冷

して一軸延伸した強誘電性フィルムに，1.4
から−1.4 MV/cm の範囲で，ステップサイク

ル電場を印加して赤外スペクトルを測定し

た．NH 伸縮振動とアミド I バンドは，強誘

電体に特徴的なバタフライ型のヒステリシ

ス曲線を描いたが，CH 伸縮振動はほとん

ど変化を示さなかった．また，ピークは数

から水素結合していることがわかった．こ

れらの結果は，逆平行-シート構造におい

て水素結合するアミド結合が反転して新し

い水素結合を形成し，メチレン鎖は反転し

ないことにより強誘電性が発現するモデル

で説明できる． 
[3. Vib. Spectrosc., 84, 30−37 (2016).] 
 

(3)強誘電性 poly(vinylidene fluoride-

co-trifluoroethylene) (P(VDF-TrFE))薄膜

の電圧誘起赤外吸収 

フッ化ビニリデンとトリフルオロエチレ

ンの共重合体（P(VDF-TrFE)）のスピンキ

ャスト強誘電性薄膜に関して，ステップサ

イクル電場を印加して赤外スペクトルを測

定した．振動シュタルク効果と配向分極信

号を分離した．配向分極信号の影響が主で

あった．a1と b2バンド（遷移モーメントは

分子鎖に垂直）の強度変化は，強誘電体に

特徴的なヒステリシス曲線を描いた．この

結果は，高分子鎖全体が抗電場付近で，急

速に分極反転することを示している． 

 
図 2 849-cm−1バンドの強度変化と双極子

と遷移モーメントの反転・配向運動． 
[7. Anal. Sci., 33, 59−64 (2016).] 
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